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前頭連合野が空間位取の托知や作業記憶に
関与していることは､破壊突放や叫-ニューロ
ン活動の分析による生理学的研究により明ら
かにされてきている.本研究では､作共記憶課
題を行っているサルの桐頭連合野より複数の
ニューロン活動を同時記録し､隈租関連活動を
もとに各ニューロンの披能を決定した後､相互
相関分析によりニューロン関の入出力関係を
求め､これをもとに前頭連合野で営まれている
空間搭知と作共記憶に関与する局所神経回路
網を明らかにしようと試みた.特に､空間位置
の作美記憶のしくみと同時に､これらの情報を
操作 ･統合し､新たな情報を生成するしくみの
解明を目指した.そのために､2頚のサルに注
視と記憶誘串性眼球運動を組み合わせた2種
類の遅延反応探題を訓放した｡第1課超は､遅
延期間の終了後に視覚刺激が呈示された位置
へサッケ-ドを行うと報酬が得られる delaycd
pro-saとcadetask､第2既視は､遅延期間の終了
後に視覚刺激が呈示された位田から900時計
回りの位圧へサッケ-ドを行うと報酬が得ら
れるdelayedconditionalsaccadetaskである.現
在､1頭のサルで両牧田の訓練がほぼ完了し､
もう1頚では dclaycdconditionalsaccadetask
の訓練を継続している｡訓練の終了した次年度
において､前頭連合野からのニューロン活動の
記録ならびにその解析を実施する予定である｡
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